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要旨 

インフレーション理論が予測するダークマターの存在量を検証し、間接的にインフレーション理論を検証する 

1.目的 

現在、宇宙の初期については、インフレーション理論が有力である。しかし、その急激な膨張がなぜ起こったかは分

かっていない点が多い。そこで私たちは宇宙初期についての理解を深めるため、インフレーション理論の予測するダー

クマターの存在量を研究、検証しようと考えた。 

2.方法 
銀河や銀河団を撮像観測し、得たデータと、アーカイブデータを使用し、力学的質量と光学的質量を求める。 

また、ガスの質量を X線の研究よりデータを引用し、計算し補正した。 

光学的質量、運動的質量は以下の式より求める。 

M：天体の質量 L：天体の光度 M◎：太陽質量 L◎：太陽光度 G：万有引力定数 ｒ：天体半径 ρ：天体の密度 

α：天体固有の定数 P：圧力 

 
ρPｒの値はアーカイブより、αは推定値を用いた。 

3.観測 
観測日時：２０１６年１２月２４日 ２１時５０分～２２時２０分 ２５日 １時５０分～２時２０分 

観測機器：仙台市天文台、１．３ｍひとみ望遠鏡 

観測天体：Ｍ１１０（矮小楕円銀河）、Ｍ８２（渦巻銀河）ＡＷＭ７（巨大楕円銀河）、Abell426（巨大銀河団） 

観測方法：撮像観測 

使用フィルター：L各天体、B,I（M110、M82のみ） 

4.結果 
観測で得られたデータを表にまとめた。なお、質量はすべて太陽質量を基準としている。 

 

5.考察 
今回の研究の結果より、インフレーション理論の臨界密度に対する物質の量が足りない問題は、物質より多い量のダ

ークマターがあるという結果である程度解決される。しかし、ダークマターを考慮しても臨界密度に対する質量を十分

に満たさない。この研究ではダークエネルギーの影響を考慮していないので、ダークエネルギーの影響を考慮するべき

であると考えた。 

また、abell426とほかの天体のダークマターの割合の違いは、時間の都合上省いたガスの補正がこの違いを生じてい

るものと考えられる。 

6.展望 
4つの天体だけでは、ダークマターの割合を求めるのには不十分なので、たくさんの天体を観測したりガスの補正や

光学的質量の求め方を見直し、より良い制度でダークマターの割合を求め、インフレーション理論に関する理解を深め

たいと思った。 
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